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文論
　　「幼児教育者としての音楽」
一特に表現力と創造力の重要性及びその教材研究にっいて…一一・
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1．一般的見地から考察した音楽とその特性
　音楽は，人間の心を楽譜と楽器の媒介のもとに音によって時間と言う空間
の中に表現したものであることは，云うまでもない。
　その形は見えないけれども，音を聞いているしばらくの間，音楽を食物か
らとられるビタミンのごとく理解している者と，自称音楽はまったくわから
ないと言っている者の差は大であるとしても，聞き手の頭の中に主観的なが
ら，ある印象として感じることができる。
　それは聞き手の精神的なちがいや，年齢，物事の経験のちがいによって，
その内容の感じ方に幾分異なることはあるが，音楽を耳にする一瞬一瞬の印
象は，人間であれば大人でも幼児でも多少なりとも同じような感性があるは
ずである。例えば軽快でリズミックな曲を聞かせれば，体をゆらしながら楽
しく聞入るはずであるし，物静かな短調の音楽を聞かせれば，さびしくしず
かに静止する様な状態になるはずである。このことは，子供だけ反対の感じ
方をするとか，女性はちがった感じ方を持つと言うことは全くなく，人間は
大体同じである。しかし大人になるに従っていくら楽しい音楽であっても，
恥ずかしさや回りへのメンツ等から気持を素直に現わさず，特に体をともな
っての表現ができないのであり，幼児の方がそれについては素直である。
　以上のことからもわかるように，幼児教育と音楽に重要なことは，音楽の
もつ特性とは何かを理解することから始めなければならない。
　（1）．音楽は自然である。
　人間は生を受けた時から音楽の体験が始まる，それを伴い生活する。胎児
は母親の血流音を聞き，そのリズムを感じている。そしてこの世に生まれ，
風の音，鳥の声，川のせせらぎ，動物の鳴き声等の自然の音を聞く，それら
には一定の旋律があり，季節に春・夏・秋・冬と四季がある様にリズムがあ
る。自然のかなでる音は音楽の根源であり，大作曲家達もそれらを題材とし
て数多くの作品を残している。そして自然なる音とのふれあいは，特に現代
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の様な多様化した文化社会においては，心のやすらぎで，精神の休養とエネ
ルギー源である。この様に人間にとって音楽の体験は，自然との融合であり
非常に大切である。
　（2）．音楽は精神を左右することができる。
　人間は，機械の音や車の音その他不規則な音に不快感を覚え，ある一定の
形式や調和のとれた音楽に感動する。特に自分と同じ心情の曲であれば感動
が強い。用途の善悪を判断することは難しくそんな気持はないが，かつての
軍歌やミリタリーマーチは，意気揚々とした勇ましさと凛々しさに誘われる
程，力強さや決然としたイメージを感じられる音楽である。又別なニュアン
スであるがショパンやシューベルトのノクターン（夜想曲）やセレナーデ（
小夜曲）はどうであろう，それらは瞑想の世界へいざない，ロマンチックな
気分に陶酔するであろう。又現在では音楽を医療面でも利用し効力がある。
この様に音楽は人間に内在する楽しい心，さびしい心，悲しい心，興奮する
心等，さまざまな感情を豊かにすることができる。リズムのある曲は，人の
体を動かし軽やかにし，沈んだ曲では，気分も内向し，体も重くなる。この
様に音楽には，人間の精神を左右することができる性質がある。
　（3）．音楽は創造力と表現力を得ることができる。
　音楽を感じられる人であれば，さまざまな美的感覚が発達する。歌を歌う
楽器を弾く，演奏したいという心が生じる。それがすでに表現力であり，音
楽をする心（作曲ばかりでなく，音楽の美を求める心，つまり，音色をつく
る，響をつくる，形式をつくること等〉が創造である。やがて自分の好みの
音楽ができ作曲者ができる。これが個性となる。この様に音楽は，創造力を，
促し，人間の気持を表現し，豊かなる心は人格形成に重要となるのは当然で
ある。
（4）．音楽が生むコミュニケーションと和。
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　言うまでもなく，同じ曲を聞いたり同じ旋律に感動すれば，そこに親しさ
がわくのは当然で音楽を聞いて仲が悪くなったり，けんかをしたりした事は
聞いた事がない。最近では音楽がコミュニケーションとなって親睦につくし
ている例は沢山あるが，中でもコーラス等はその典型的なものの一つである。
　特に，内容が世界の平和をテーマにしていることや，それにあやかってい
ることもあってか，今では日本のどこでも行なわれているあのベートーヴェ
ンの第九（俗にそう呼ばれている。第九交響曲「合唱」〉はどうであろう。
一般市民はもちろん，老若男女まで参加しているではないか。楽譜を読むこ
とから始まり，音程を覚え，メロディーを練習し，言葉の発音を覚える。そ
して皆んなが協力し合い励まし合い努力してあの大曲を創り上げる，そこに
和が生まれるのである。この様に音楽は，平和の掛け橋となり，人々はもち
ろん，世界のコミュニケーションとなっているのである。
2．幼児と音楽教育
　幼児教育においても，ルソー，ペスタロッチ，フレーベルと教育思想や理
論の変遷がある。その中で幼稚園の創設者フレーベルが，子どもを植物が自
然な成長をする様子になぞらえ，子どもに内在するすぐれた芽を伸ばそうと
言う幼児期の重要性を説いているが，音楽教育は，その指導法のまちがいや
多分なる期待と負担を子供にかけなければ早くてもよいと思われる。それは
幼児の社会に対する経験は浅く，したがって物事についての感性は極めて低
く，云わば白紙の状態に等しい。故に教育を強いてはいけないが，音楽的な
経験をさせると言う意味では早期教育は非常に重要である。特に，幼児期よ
り旋律に耳を傾け，音に反応し，リズムに敏感であれば行動も敏速であり，
音楽に親しめるような感受性が育くまれるはずである。我々は，子供にふさ
わしい環境と音楽的経験や機会を，自然な形で早くから与えられるような教
育者としての努力が必要となるのである。
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3．幼児教育者としての音楽とその特性
　本学での音楽科目は，ピアノ，ソルフェージュ，音楽理論，リトミック等
でそのどれを見ても音楽を細分化したものであり，学問が卓越し普及した現
在では，専門的分野に嘱する学問や芸術になっている。又専門性やある学問
について深く学ぶことは，特に学生時代にしておくことも大切である。仕事
を持ってしまうとその職場に直接関係のない学問などは，変人でもないかぎ
りなかなかできないものである。しかし志向する学問があれば「志ある者は
事っいに成る」のことわざのたとえのごとく，一生研究し専心するであろう
が。
　さて，では何が幼児教育者としての音楽に重要であるのか，本題に入り考
察しなければならない。しかしながらその前に，幼児教育において細分化さ
れた専問的音楽は必要ではないのかと問われることと思う。いやそれは，専
問的であるからと云うのではなくて，幼児教育においては，それらが基盤に
なり，土台になり，互いに相いまって始めて発揮されているのである。それ
らのおのおのが十分に身に付いていなければ，現場での幼稚園や保育園で，
童謡を教えるとき，合奏を行うとき，手あそびを行うとき，その他すべてを
行うとき，満ち足りた教育と音楽的センスが発揮できないのである。回りく
どく抽象的でわかりにくいと思われるが，ようするに幼児教育に必要な音楽
は，一つ一つの専門的な細分化した音楽ではなくて，総括された音楽なので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●
ある。
　私はここで，総括された音楽にはやはり音楽の特質であるさまざまな要因
がかかわっていることを強く主張したいのである。もう一度音楽の特性につ
いてふり返ってみると，（1）音楽は自然である。（2）音楽は精神を左右すること
ができる。（3）音楽は創造力と表現力を得ることができる。（4）音楽が生む親睦
と和。であり，それらすべてが基礎となり専門的な音楽に相いまって，幼児
教育の音楽に必要で欠くことのできない，総括された音楽として深くかかわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●
っている要素となっているのである。
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4．総括された音楽と教育指導要領
　幼児教育に重要となる総括された音楽とは，保育内容の六領域（健康，社
　　　　　　　　　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●
会，自然，音楽リズム，絵画製作〉の「音楽リズム」にそのすべてが凝集さ
れており，文部省から出されている指導要領を見れば明らかである。
ω幼稚園教育要領における領域「音楽リズム」に属するねらいとして，26事
項のうち整理され次の4事項にまとめられている。
1　のびのびと歌ったり，楽器をひいたりして表現の喜びを昧わう。
（1）いろいろの歌を歌うことを楽しむ。
（2）みんなといっしょに喜んで歌い，ひとりでも歌える。
（3）すなおな声，はっきりしたことばで音程やリズムに気をつけて歌う。
（4）カスタネット，タンブリン，その他の楽器に親しむ。
（5）曲の速度や強弱に気をつけて楽器をひく。
（6）みんなといっしょに喜んで楽器をひく。
（7）役割を分担したり交替したりなどして楽器をひく。
（8）楽器をたいせつに扱う。
2　のびのびと動きのリズムを楽しみ，表現の喜びを味わう。
（1）のびのびと歩いたり，走ったり，とんだりなどして，リズミカルな動
　　きを楽しむ。
（2）手を打ったり，楽器をひいたりしながら，リズミカルな動きをする。
（3）曲に合わせて歩いたり，走ったり，とんだりなどする。
（4〉歌や曲をからだの動きで表現する。
（5）動物や乗り物などの動きをまねて，からだで表現する。
（6）リズミカルな集団遊びを楽しむ。
（7）友だちのリズミカルな動きを見て楽しむ。
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3　音楽に親しみ，聞くことに興味をもつ。
（1）みんなといっしょに喜んで音楽を聞く。
（2瀞かに音楽を聞く。
（3）いろいろのすぐれた音楽に親しむ。
（4）友だちの歌や演奏などを聞く。
（5）音や曲の感じがわかる。
（6）日常生活において音楽に親しむ。
　4．感じたこと，考えたことなどを音や動きに表現しようとする。
　（1）短い旋律を即興的に歌う。
　（2）知っている旋律に自由にことばをつけて歌う。
　（3）楽器を感じたままひく。
　（4）感じたこと，考えたことを，自由にからだで表現する。
　（5）友だちといっしょに，感じたこと考えたことをくふうして歌や楽器や
　　からだで表現する。
次に基本方針がかかげられ，とりわけ次にあげる方針が直接に関連してい
る。
　5．のびのびとした表現活動を通して，創造性を豊かにするようにするこ
と。
　幼稚園教育指導書一般編では，この趣旨を次のように説明している。
　「第5の基本方針としては，いろいろな方面にわたる表現活動をのびのび
と行なわせ，豊かな創造性を養うことである。
　幼児は常に，いろいろな機会において，自分の思っていること，感じてい
ることを，外に表現しようとする欲求に燃えている。そのために，幼児はい
ろいろな身体の動きや，造形的，あるいは音楽的な活動などを行なうが，ま
だ幼少であるから，その成果はおとなからみれば取るに足りないものである
ことが多い。しかし，幼児が熱心に表現している過程そのものが尊いのであ
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って，外部から押しつけたり型にはめたりなどしないで，思うままにのびの
びと楽しく表現活動を行なわせているうちに，しぜんに創造性が芽ばえ，か
っ豊かになっていくのである。」
　以上の他，厚生省児童家庭局から出ている保育指針の中に音楽に関係する
ねらいがあるが，長くなるので割愛することにする別に参照されたい。
　これらのねらいを見てみると，音楽の色々な専門分野が含まれていること
がわかる。主なものをあげると，1の項では，のびのびと歌うことがあげら
れ・これは声楽の分野である。音程やリズムに気をつけて歌うことは，ソル
フェージュに属する。さらにカズタネットやタンブリンその他の楽器に親し
むことは，合奏に含まれる。又，2の項での，歩いたり，走ったり，とんだ
りなどしてリズミカルな動きを楽しむこと，又歌や曲をからだの動きで表現
することはリトミックの内容である。我々は，その為にピアノを弾けるよう
に練習したり，しっかりした歌がうたえるように歌唱力を身に付け，楽器を
扱えられるようにする為に合奏法を研究するのである。そして総括された音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽は，けして短時間で身に付くものではなく，長い年月の教育の経験と一生
●
の課題として研賛しなければならないのである。そしてこの教育要領のねら
いや方針を，教育の現場において十分に満足し，高い指導力と教養や，専門
的技術と鋭い洞察力，しっかりした観念を持っていることである。しかしそ
れらは，音楽的技術の進歩や天才教育を目的としているのではなく，究極的
には人間形成にあり，その基礎をつちかうものであって，望ましい心身の発
達を促すものでなくてはならない。
5．表現力と創造力の重要性について
　表現についても，文部省の指導要領には何度となくその重要さを訴えてい
る。その主な部分をかいつまんで述べると，のびのびと歌ったり楽器をひい
たりして表現の喜びを味わうことや，のびのびと動きのリズムを楽しみ表現
の喜びを昧わうことで，さらに，感じたこと考えたことを音や動きに表現す
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る等，前項で先刻承知の通りである。これらのうち一つには表現の喜びを味
わうことっまり感じること，感性のことであり，もう一っは感じたことを，
音などの媒体によって表現する表現活動のことである。以上のことから，感
じることと，それを表現するという二つの重要なことがあり，次に，それら
がいかに関わり合っているか考祭する。
　表現するということは，この広い宇宙において，動物や植物を含めあらゆ
る生物の中で，人間だけが特別豊富に表現できる能力をもっていることは，
事実である。動物どうしでは，さまざまな表現する様子や言葉があるのかも
知れないが，私達が知る限りでは，動物が求愛をしている時，又食物を物色
している様子等が，目立って感じられる程度であり，まして植物において表
現する様子があるはずがない・いやしかし植物にとって，花の美しさを誇る
ことや，枝もたわわに茂げる深緑の木々，秋になってみごとな紅葉を見せる
ことは精一杯表現しているのかもしれないが……。一寸横道にそれてしまっ
たが，表現するという行為は人間だけにできる特技であり，生まれながらに
してそなわった才能である。それは，母親に乳を求める表現から始まり，言
葉で表現することを覚え，次第に社会の中で自分の存在を表現し生きてゆく
ことを身に付けるという様に，生まれた時から死ぬ時まで，表現する行為を
しながら生きているのであり，その活動をぬきにしては生きてゆけないので
ある。
　しかし，人間であれば誰でもできるものではない，色々な事に強く感じら
れ，敏感であり，思慮深く，感性が豊かでなければ充分な表現力は得られな
い。天性にしてそなわった性質は，磨かれなければ光らないのである。私達
幼児教育にたずさわる者は，自分を磨がくことも当然であるが，この世に先
に生まれた者として，多彩な表現力を幼いうちから，自然に，おおらかに，
正しい方向へ育くめる様な指導をすべき務めがある。それには，寒い，いた
い，にがいといった五官（目，耳，鼻，舌，皮膚）等の生理的感性，うれし
い，かなしい，さびしい等の感情や心の動き等を感じとり，言葉による表現，
身体をともなう表現，何かを媒体として造ったりする表現へと導びかねばな
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らない，そうして培かわれた表現力は，さまざまな新しいイメージ（想像〉
を生み，必ず充分なアイデァ（創造）が養われるのである。それはやがて誰
もがたどる人間の成長過程において人格形成の多彩な要素として現われるの
であり，目の当りに行ってすぐに効果が望めるものではない。それは，ある
る意味では，人格形成のビタミン剤なのである。
6．表現力と創造力の豊かな教材について
　現在の子供の生活や教育の場において，表現力とか創造力が主体になって
いるものは，やはり何と云っても遊びが中心になり，遊びそのものが子供の
表現である。又，一ごっこと云われるごっこ遊び（ままごとごっこ，電車ご
っこ，お医者さんごっこ，やおやさんごっこ…一等）は，子供がパイロット
になりたいとかお母さんになりたいとか先生になりたいと云う夢や願望を，
イメージによって表現しているものである。その他にも，砂場で船を作った
り，飛行機を作ったりする造形的な遊びも，大人の社会のまねをしたもので
はあるが，一種の創造性である。遊びと云っても，それには色々な定義があ
り，社会性があり，歴史もあり様式もある。最近では専門的に詳細に分析さ
れ研究されている。しかし，その中で重要なことは，遊びの工夫であり，展
開であり，発展である。つまり子供の社会における遊びのアイデアであり，
こんな所にも創造性が重視されているのである。
　音楽に関係する表現や創造性が主体となる遊びでは，日本でも幼稚園が設
立された時代からずっと育くまれている，フレーベルの教えである「お遊戯
」がある。男性でも女性でも，幼稚園に通ったことがあるものは，はずかし
さにためらいながらも少なからずお遊戯の経験があると思う。これは，音楽
や歌に合せ幼児の中に内在する感覚やイメージを，体をともない表現し，そ
の仕草や様子に表現されるもので，自然や社会を題材としたものが多い。
　次に，伝承的な遊びに「わらべうた」がある。これは，年令に関係なく路
地や広場で近所の子が集まって行なえるもの，二三人で行えるもの家の中で
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行えるもの等色々と種類があるが，体をともない地方によっては同じもので
も少しづつ変化しており，素朴な味わいのある表現が特長となっている。そ
してこれは，日本だけでなく，コダーイがわらべうたの重要性を訴えている
様に，世界各国に民族的なわらべうたが伝えられている。しかし，現在の子
供の社会における遊びは，わらべうたが年々行なわれなくなり，それを推進
する運動や民族的なものとして，さまざまな研究がなされている。
　次に，それらの流れをくみ最近もっとも行なわれていると思われるものに，
「手遊び」，「歌あそび」がある。これらは，わらべうたの様に伝承的なもの
もあれば，母親と赤ちゃんで行なえるもの，年令の高いもの，集団で行なえ
るもの等さまざまであり，手や体を動かし表現することも多い。しかし伝承
性やルール性は少いが，自分達に合せ工夫ができるので創造性が高いと云え
る。又お遊戯の様な仕草の美しさを表現することよりむしろ，歌唱に合わせ
行なう楽しさの方が前に出ているであろう。しかし，私達がテレビ等でよく
目にし同じものと勘違いしやすいものに，芸能人が歌謡曲等に振り付けした
動作があるが，これは目的や用途が異なるので注意しなければならない。む
しろ我々が与えるもののまねをさせるばかりでなく，子供達が表現しようと
する動きを表出してやる様に心掛けなければならない。
　さらに，オペレッタとかミュージカルと云われるものがあり，諸外国には
古くからその作品が残されている。これは総合的なもので，詩・絵画・音楽
・演劇・その他色々な要素が含まれ云わゆるオペラ（歌劇）を子供向きに小
さくしたものである。これについては，表現力，創造力，性格が豊富に現わ
れ，きわめて重要な分類に属する。しかし規模の大きさ等から難しく考えら
れることが多く，取り上げられることが少かった。けれども，ここ数年重要
さが理解されつつあり，幼児や子供向けの作品も多くなって来ている。又，
テレビや視聴覚機器の普及もあり，遊びが劇ごっこへ発展していることもあ
る。
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7．オリジナル性の高揚とまとめ
　前項で音楽において表現力や創造力が豊富な教材を上げたが，代表的なも
のであってこの他にもまだまだ沢山のものがあるはずである。しかし，今ま
で述べたものは皆一般的なものであり，云うなら既製の作品に対してである。
確かに既製のものはすばらしいものばかりである。童謡一つを取り上げても，
有名な音楽家や著名な作家のものばかりである。だが，これでは上から押し
つけられた一方的なもので，流れ作業ででき上がったプラスチック製品にな
ってしまうのではないだろうか。食べ物で云えば，月曜日はコロッケ，火曜
日はカレーライス，水曜日は焼ソバ……とワンパターンで，いつも決まった
メニューになってしまうのである。そう云ったものや，本物に触れることも
非常に大切であり，教材としては充分すぎるくらいの申し分のない内容であ
り，使用する側の力量にあるけれども，もう一歩踏み込んだなら，自分達で
必要な作品，用途に応じた歌や遊びを考えられるのではないか。例えば，既
製の歌もあるが，朝のあいさつを徹底させ，きちんと行なわせようと願うな
ら，自分達の園に合った歌を作るとか，梅雨の時期に何か室の中で遊ばせる
教材はないか，それには手遊びや指遊びの歌を作ってみるとか，地方に昔か
ら伝わるお話しを児童といっしょにミュージカルにしてみるとか，そうする
ことによって創造力が沸き表現力も自ずからついてくるのである。すべての
学問に通じることであるが，私達幼児教育にたずさわる者にとって専問的高
度な技術と知識に造詣が深く，音楽とその教材にあっては，既製の作品を充
分理解し活用するとともに，オリジナルな作品へのアイデア作りにも能力を
注ぐべきである。
　最後に，極めて未熟で未完成ではあるが，私の子供向けの作品，歌あそび
「ひまわりっていうはなは？」，ミュージカル「ぼくたちのえんそく」，同じく
下都賀郡の民話を脚色し，リズムを中心にした「たぬきばやし」を載せたの
で，参考にしていただければ幸いである。
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養歌あそびヤ　「ひまわりっていうはなは？」
ねらい
留意点
自然の動植物に親む
歌やリズムに合せ自由な表現を楽しむ
似ている物のまねをして遊ぶ
変わった動きやおもしろい動きはほめ伸してやる
表現しにくい物（バター）の部分は他の動作にして移行する
歌あそび 「ひまわりっていうはなは？」
作詞・作曲　冨田英也
1．ひ暮rbウ，マ
3．誤碧1bゆって
いうは4　喀
いう4づ　r3
お一身ね永，トケペ
イ痛刃。1ぎ一一し
み驚ψだ㌧落
みたいだ磐
喪べ撫うぞ
7ワワ0ワ
κターまのせて
払げεっオて
みつ杁けて
やウそ一・て
嵐一7て・がブ5接
托一いこ為托φて
動作
　○一番　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇二番
　（前奏）　　　かかとの上げ下ろしで待つ　　　　　　　　（二小節まで）一番に同じ
　（二小節まで）手を外側からまわし，頭の上で　　　　　（三小節）　　手をひろげ，頭の横にそえる
　　　　　大きな輪を作る　　　　　　　　　　　（四小節）　　そのまま左右にゆらす
　（三小節）　　同じ様に内側からまわし，頭の上で　　　（五小節）　　人さし指を伸ばし鼻の下へつける
　　　　　輪を作る．　　　　　　　　　　　　　　（六小節）　　左手腰，右手やりを立てた様子
　（四小節）　　輪を左右にゆらす　　　　　　　　　　　（七小節）　　左右の手でおなかの前でたたく
　（五・六小節）胸の前で手を上下に合せ反対に二回　　　（八小節）　　手を口に合せ体を前後する
　　　　　くりかえす
　（七・八小節）両手を上からおなかの前の方にホー
　　　　　クでさす様にし，口の前で八の字に
　　　　　し，左右にゆらす
　　　　　　　　　　　　　　　一122一
赴子供のミュージカルミ
配役
演じ方
ねらい
留意点
「ぼくたちのえんそく」
　　　　　　　作・脚本・音楽　冨田英也
男女児童多数，先生
服装はえんそくの仕度でリュック等を持つ。
小道具大道具は背景と草花程度。
行事（えんそく）に対する期待感と楽しさを味わう。
歌やダンス等音楽に合せ表現する楽しさを昧わう。
えんそくの様子を子供達に聞いたり話し合いをさせたり絵を書か
せたりして情景をイメージさせる。
子供達の話に合せストーリーを作る。
理想ばかりにしないで現実のことやユーモアを入れ山場を作る。
國
先生
M1（音楽）
「げんきに
あるこう」
少女1
小女2
少年1
「さあ！みんな出発！」
　　（歌に合せ舞台上手より登場し歩き回る，10名前後）
1げんきにあるこう
　みんなでたのしく
　きょうはうれしい
　げんきにあるこう
2げんきにあるこう
　あなたとわたしで
　あのやまめざして
　げんきにあるこう
おいっちにおいっちにあるこう
あるいてゆこう
えんそくだ
みんなでゆこう
おいっちにおいっちにあるこう
あるいてゆこう
えんそくだ
なかよくゆこう
　　（小走りに二三歩前へ出て指さしながら）
「わあ！みて，みて，きれいな花よ。」
　　（少女1の所へかけよって）
「あっ…ほんとうだ，きれいだね・・…・何の花だれう。」
　　（男の子も気がついて少女の所へかけよる）
　　　　　　　　　一123一
　???
　M1
少年（A～E）
　A
　B
　C
?
少年ア
少年イ
少女ウエ
少女ウ
先生
　　M1
先生
皆んなで
先生
「どれどれ…僕にも見せてよ。」
「わあ！あそこにもあるよ！」
「ほ一ら，こっちにもあるわよ。皆んなこれはマーガレットって
云うのよ，白くてかわいい花でしょう。……さあ！また元気に行
こフ！」
　　（げんきにあるこうの曲に合せこのグループは下手へ退場）
　　（少年5名前後音楽に合せ上手より登場舞台中央で）
「つよしくん！…おかし何もってきた？」
「僕はね！ロボタンあめとチョコレートさ！…すすむくんは？」
「僕…僕は…おかしないんだ，…お母さんが虫歯だからあまいも
のはだめだって…。　そのかわりバナナとみかんがたくさんある
よ。」
「それじゃ僕のととりかえよう。」
　　（みんな元気いっぱいに曲に合せ下手へ退場，続いて少年ア，
　　イ，少女ウ，工上手より登場して）
「わあ！あっちの山に牛がいるよ！…ねてるのもいるよ！
「ほんとだ，いいなあ…僕もねたくなってきたよ…。」
「私もつかれちゃったなあ…」
「歩くのはモーいや！」　（シャレのつもりで）
　　（他の子達うなづいて笑う。下手奥から先生の声がする）
「めぐみちゃ一ん，やすんでちゃだめよ，もう少しだから元張っ
て…」
　　（音楽が流れしばらくして全員でてくる，上手下手より）
「さあ！っいたわよ。」
「あ一あ一，やっとついた。」
「ほ一ら，きれいな景きよ…皆んな自分のお家はどこにあるのか
な？…」
　　（まちまちに景きを見たりして満喫し）
一124一
先生
生徒
　　M2
「べんと
うの歌」
??????????
　　M3
「楽しい
ダンス」
　「やっほ一」，「やっほ一」，「や一っほ一」
　「それでは皆んなおべんとうにしましょうね！」
　「は一い」，「やった一」　（めいめいに云う）
　　　（続いて音楽2が流れいっしょに歌う）
三角お山のべんとうは　三角お山のおにぎりだ
丸いお山のべんとうは　丸い大きなハンバーグ
四角いお山のべんとうは　四角いハムのサンドイッチ
さあ！いただきます。
　「はいはい…皆んな残さないで食べましたか？」
　「は一い」
　「てっお君，おかしいっぱい食べましたか？」
　「は一い」　（くるしそうに〉
　「それでは，おなかいっぱいになったことだし皆んなで仲よくダ
ンスをしましょうね！」
　　　（思い思いに輪を作ったりして歌いながら踊る）
1おどろうたのしいダンスを
　おどろうみんなでダンスを
　フフフ　フフフ　フフフフ
　フフフ　フフフ　フフフフ
2おどればこころがはずむよ
　おどればてんきもはれるよ
　フフフ　フフフ　フフフフ
　フフフ　フフフ　フフフフ
ー一一楽しく踊るうちに幕一
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「げんきにあるこう」子供のミュージカル（ぼくたちのえんそく）M
冨田英也作詞・作曲
●
9
　　　θ　　　　　　　　　’　　　　　　σ　σ1、z．げル　彦b あるごう
　　4　　　　　　　　　　　　　　9
むし、．ちにもひ．ちに あう　じう
8
9
・み　々　ぢ　・で1あつ　たヒ 鴇ヒ≦・｝ あるいてゆじ う
θ
償お箪室 蛙諾1 え　んそ　く だ
8
　　　　　σげ，し　老　に あうじう 1君織｝ゆこ う
一
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子供のミュージカル（ぼくたちのえんそく）M2「べんとうのうた」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作詞・作曲　冨田英也
●　　　　　　　一
∂
ご、しワ・くむや達O ベルヒう啓 セんカ・くおや蓉の 制じぎウだ
9
o
σ
一　　　　　　　ρ
9　　　　　　　　0
をるψおや遥の べんとうけ
　　　o
蓉一る㌧・お一孝づ ’・ンパー　ゲ
多
〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
θ???
カ・　く　い お　　や　篭り
??????
と　う は
号
，
一
しカ，くいハームり 拓ドィー，今為ノ い　充だぞ 逡一づ
一
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子供のミュージカル（ぼくたちのえんそく）M3「楽しいダンス」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作詞・作曲　冨田英也｛?
！．令ヒ　　ヨ5　　う　　　　　　た　の　　し　　い　　　　　　ダじ　　　ン　　ス　　　　　　乏
澱　おビ　申」　艦ポ　　　　　　ヒ　じ　　ろ　　かご　　　　は　　　マ『　　1〉　　　　　よ
｝??????????????????????『?
一　　　　　一　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　一　　　　曹　　　　　　　　　一　　　　　r　　　　　　－　　　　　　　－7　　マ　　7　　　　7　　ワ　　7　　　　7　　フ　　　フ　　　　7
一　　　　　－　　　　　’　　　　　　　　　一　　　　一　　　　『　　　　　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一7　　7　　7　　　　フ　　ア　　7　　　　　フ　　7　フ　　　　7
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ミ子供のミュージカルヤ　「たぬきばやし」
　　　　　　　　　　　原作　下都賀郡民話
　　　　　　　　　　　脚色・音楽　冨田英也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
配役　　たぬきち，与惣，長者，村人数人，聴衆を含む
演じ方小道具一たぬきの腹だいこ（洗面器等）、たぬきのお面，変身の姿
　　　　（ドラエモンの形の絵等）、服装（ゆかたや絆てん）、たる（ばけつ
　　　　等）数個
　　　　大道具一小屋，大きなきのこ
ねらい　音楽やリズムに親しみ表現する楽しさを味わう。
　　　地方に伝わる昔ばなしを楽しみ、劇化する創造性を育くむ。
留意点　話の復雑な部分は語り手（ナレーター）にまかせる。
　　　　せりふ等の難かしい部分は年長者にさせる。
※　未来社発行，日向野徳久編，日本の民話32巻　栃木の民話のより
田
i
『????????????』?????
語り手
たぬきちM1
「たぬきち
のテーマ
むかしむかしさぎ草がいっぱい生えているのでさぎしょっぱらと
呼ばれている所がありました。このさぎしょっぱらに与惣と云う
男が住んでいました。与惣は体が大きくて頭が少し足りないので
皆んなから「馬鹿はなりばっかりでかくて本当にしょうがねえ！」
と云われていました。…でも本当は，やさしくて正直者なんです
よ。じゃあ皆んなも与惣に応援して下さいね。出番になったら声
をかけるからね　ガンバッテね！
　　　（下手より背にドラエモンの形の絵姿を付け見せぬようにし
　　て，腹だいこをたたきながら舞台中央に登場）
　※腹だいこの音は舞台裏で他の人が行なってもよい，その場合よく通る木魚等の音。
1月1川川ミリ∬1川ミ取（くりかえす）
ポンポコ　ポンポコ　　ポンポンポン　　ポンポコポンポコ　　ポンポン
1おいらはたぬきのたぬきちだ
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ソング」M2
与惣
M1
M1
語り手
　いたづらあそびがだいすきで
　にんげんどもをばかすんだ
2へんしんするのがだいとくい
　おばけにガッチャマン，ドラエモン
　にんげんどもをばかにすんだ
　　　（変身のポーズ，裏を向いてドラエモンに変身する）
　「どんなもんだい」
1月1川』jJ≧P刀1川さ”芝
ポン　ポコ　ポンポコ　　ポンポンポン　　ポンポコポンポコ　　ポンポン
　「あっ一ちのさぎしょっぱらにゃ，与惣というちょっくらの一た
　りんの男が住んでいるそうだが，どうれ今夜はたっぷりとばかし
　てやるか」
1∫コ1∫JDjl～P∬」月iさll芝
　ボン　ポコ　ポンポコ　　ポンポンポン　　ポンポコポンポコ　　　ポンポン
　　　（腹だいこをたたきながら舞台を一回りして与惣の小屋のそ
　　ばで変身のポーズの後大きなきのこに化ける）
　　　（小屋の中より目をこすりながら登場）
　「おら一与惣っていうだ！村のやっら皆んなでおら一を馬鹿にす
　るが，おら一気はやさしくて正直者だで，皆さんよろしくなあ」
　「あ一あ一，今夜はだいぶひえこむなあ」　（あくびをしながら）
　「おんやあ一，でっけえきのこだなあ，馬鹿はなりばっかりでか
　くて本当にしょうがねえ…」
　　　（と云いながらきのこの根元に小便をしてしまう）
　「これがひっくりかえって生えてんなら，おら一もびっくりすん
だけんどがなあ…」　（と云って小屋へ入ってねてしまう）
と云って与惣はねてしまいました。さて次の夜になると化けるの
が得意なたぬきちは，さっそくさかさのきのこに化けて与惣が出
てくるのを待っていました。
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与惣 「なあ一んだきのこめ，おら一がいったらすぐまねしやがったな
まぬけな野郎だ」
　　（と云って又そのかさに小便をしてしまう，たぬきもたまら
　なくなり消えてしまう。暗転で小屋ときのこをとりはらう）
語り手
たぬきち
　　M1
???
M2
M1
こうしてたぬきちはさんざん与惣に馬鹿にされ，くやしくてたま
りません。一方たぬきにおそれず平然としていた与惣のうわさは
御辺と云う隣村まで広がりました。御辺の長者はたいそう与惣が
気に入り，自分のところで使うことにしました。さあ！これから
どうなるのでしょう。
　　　（上手より腹だいこをたたいて登場、、
1月1川」”≧1川汀〕1ミ”ミ
ポンポコポンポコ　ポンポンポン　　ポンポコポンポコ　　ポンポン
1おいらはたぬきのたぬきちだ
　いたずらあそびがだいすきで
　にんげんどもをばかすんだ
2なかでも変身大得意
　おばけにドラエモン，ガッチャマン
　にんげんどもをばかすんだ
　「ちくしょう，与惣のやつうまいことやりやがって，よし！今度
　はこのたいこで馬鹿してやる」
「ごヘー・ごヘー」ln川川P
　　　　　　　　　デレ　スク　 デェコ　　　フノツァクド
「ごへ一・ごヘー」1口川用艮
　　　　　　　　　デレ　スク　デェコ　　　ブソツァクド
　　　（上手奥でずっと続ける，与惣と長者舞台中央に出てきて）
　「こりゃたまんねえ…旦那さま，申し訳けねえ」
　「こりゃたまらんわい…う一む…そうだ，与惣酒をふるまうから
　と云って村の者を呼んできなさい」
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与惣
語り手
たぬきちM
与惣，村人
　　M1
語り手
　　M1
たぬきち
　　M3
全員
たぬきち
　　M4
全員
たぬきち
　　M5
全員
たぬきち
　　M6
全員
「ヘーい」　　（と云って下手へ退場，村人達をつれてくる）
さあ，おもしろくなってきましたね，いよいよ皆さんの出番です
よ！じゃあハイと云ったら手拍子を合せ応援して下さいね。
j口川耳コjg
ヂレ　スク　デェコ　　　ブッソァクド
ln川汀1」全
タヌ　キノ　テェコモ　　ブッツァクド
ハイ…皆さんもいっしょに
lr］川1月P
タヌ　キノ　テェコモ　　ブソツァクド
「よ一うし，まけないぞ」
1川」∫〕R
↓川IJコ」～
1．♪1．♪D∫コ1ミ
1．♪1．♪D月1ミ
「まだまだ…」
∫］∫コ」」旧コjミ
∫］∫〕jjl汀〕」之
∫コ∫コ∫コ∫コロD其
刀∫コ∫コ月D∫〕」≧
（上手舞台の前に出てきて）
（下手舞台の前に出て村人達
はたるで）
（これよりたいこ合戦になる）
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たぬきち
　　M7
与惣
たぬきち
全員
語り手
「それならこれでどうだ！」
♪1♪IJll月1ミ
「皆んな，もっと元気出して」
♪抄jlD月』ミ
1　×　「うわ一」
　　（パーンと大きな音をさせ腹だいこがやぶれる。疑似音使用）
「わあ！，やったぞ！」
　　（各々手を取り合ってかん声を上げ喜こびのうちに幕）
皆さん！，ありがとう，皆んなおかげで悪いたぬきも死んでし
まいました，これでいたずらもできませんね，皆んなも悪いこと
しないで仲よくね。
一一終り一
子供のミュージカル（たぬきばやし） 「たぬきちテーマソング」
　　　作詞・作曲　冨田英也
ゴお
昆　へ
い　ら4
ん　レ々
た　幽勘　っ
寸　るり　杁
剤b暫　　帽
勧・とく　い
い　蔦づ　ら
溶　　ばけに
あ　そ　弘ガ
ず7㌔マγ 留器｝
幅　ん　げん じ　一場さ ば　ウ、3々 奮
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（注11）これより基本方針まで文部省著作権所有，昭和52年9月30日，チャイルド本社発行
　（第20刷）幼稚園教育指導書・領域編音楽リズムP．1，16行～P．4，10行から引用。
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○木村信之著　　「創造性と音楽教育」　音楽之友社
○クリエイティズプレイ研究会　遊びの指導エンサイクロペディア　同文書院
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